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1.はじめに

1.1 VAI OSの概要

“Life CoPilot（ライフ・コパイロット）”としてブランド化されているVAI OS は、音声対話とブロックチェーン
技術を活用して日常生活を向上・簡素化する高度な双方向対話型AIアシスタントです。ユーザーとの対話か

ら学習し、継続的に利用者であるユーザーに適応するよう設計されています。この適応型学習アプローチに
より、AIは時間とともに個々の好みや習慣への理解を深め、ユーザーのためだけにパーソナライズされた体

験を提供します。ユーザーとの対話やウェアラブルデバイスや接続されたデバイスからのデータを分析する
ことで継続的に進化する適応型AIは、より正確な応答をユーザーに提供します。

1.2 目的と目標

VAI OSの主な目的は、健康モニタリング、タスク管理、個人のライフスタイル全般を支援するだけでなく、
ユーザーのニーズに継続的に適応し、学習を進める積極的なデジタルアシスタントとして機能することです。
適応学習を取り入れることで、VAI OSはユーザーとの対話を通じて進化し、より個別化され洞察に富んだ体
験を提供します。VAI OSの主要機能は次の通りです。

• 個別に提供される健康モニタリング：ウェアラブルデバイスからのリアルタイムデータを活用し、
VAI OSは個々の健康パターンを認識することで、パーソナライズされた洞察を提供します。
ユーザーの継続的な健康データから学習し、個々の生理的傾向やウェルネス目標に合わせて、
より正確な推奨される生活習慣の改善策やアラートを提案します。
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• 動的なタスクとスケジュール管理
VAI OSはユーザーの日常生活で発生する習慣に適応し、学習内容に基づいてタスクの提案やスケジュール
を最適化します。例えば、ユーザーが毎朝の運動を日課としている場合、時間と共に学習能力を高め、運動
スケジュールに合わせてリマインダーを調整したり、既存のルーティンに合う新しい課題や最適な時間を提
案することができます。

• 継続的な学習と個別対応による対話
VAI OSはユーザーとのあらゆる形での対話から情報収集し、ユーザーの好みやコミュニケーションスタイ
ル、優先事項を理解する能力を向上させます。これらの蓄積された知識に基づいてユーザープロフィールを
構築し、より関連性の高い提案を提供したり、ユーザーの好みに合ったトーンで応答したり、ライフスタイ
ルに合わせた支援を積極的に提供します。

• 予測洞察による積極的なサポート
AIはユーザーのデータ情報（健康指標、カレンダーイベント、メールなど）を継続的に分析し、潜在的な

ニーズを予測してタイムリーかつ状況に即した提案を提供します。ウェアラブル・デバイスやその他の接続
デバイスからのデータとユーザーの入力情報をすべて組み合わせて、ユーザーの要求を先読みし、必要なサ
ポートを迅速に提供します。

• 状況に応じた柔軟性と適応性
ユーザーの好みが時間とともに変化する可能性があることを理解し、VAI OSは動的にニーズに応じて調整
を行います。たとえば、最近のユーザーの行動に基づいて通知のフォーカスを変更したり、音声よりテキス
トの方が好まれる場合などに、情報提供の形式も調整します。

• 長期的なデジタル関係の構築
VAI OSは継続的に学習し適応することで、ユーザーとともに成長し、より効果的な関係を長期的に築くこ
とを目指します。ユーザーの進化する目標や優先事項を理解し、そのニーズを素早く察知し、提供すること
で、信頼できる価値あるデジタルパートナーであり続けます。

これらの適応型学習を基盤とした目標を通じて、VAI OSは単なるツールを超えて、ユーザーの日常生活にお
いて欠かせない存在となり、ユーザーごとに適応し応答する唯一無二のライフパートナー（ライフ・コパイ
ロット）に進化を遂げます。
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1.3 主要機能と特徴

•適応型学習: VAI OS はユーザーとのインタラクションから継続的に学習し、個々の好みや習慣に
合わせた応答や提案を行うことができます。適応型学習能力を通じて、VAI OSは時間をかけて
ユーザーのニーズにより適応し、ユーザーとの交流がより関連性の高い個別化された内容に向上
してゆきます。このシステムは観察パターンに基づいて随時調整を行っており、ユーザー自身の
進化する目標や行動に合った動的な支援を提供します。

•多言語対応:初期段階で英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、ポルトガル語、中国語、日本

語、ヒンディー語、イタリア語、韓国語、オランダ語、ポーランド語、ロシア語、スウェーデン語、
トルコ語を含む複数の言語をサポートしています。幅広い言語対応により、ユーザーは自分の好む
言語でVAI OSと対話することができます。将来的には、すべての言語に対応することで、より多く
のグローバルなユーザーが利用できるようになります。

•音声ベースの対話機能: スムーズな音声コミュニケーションを可能にし、ユーザーがリアルタイム
でAIアシスタントと自然に対話できるように設計されています。

•ブロックチェーンによるユーザー主導管理: ユーザーデータはVyvo Smart Chain（VSC）ネッ

トワーク上で安全なスマートコントラクトを使用して管理されます。これにより、ユーザーはど
のモジュールやデータにアクセスするかを完全に自主管理できるようになります。

•能動的サポート: AIはリアルタイムのデータストリーム（健康状態やスケジュールなど）を分析し、

適切なタイミングで関連性のある提案やアクションを提供します。例えば、薬を飲む時間をリマイ
ンドしたり、健康に関する潜在的な懸念について警告通知することができます。

•個別化されたAI 機能: VAI OSは、ユーザーがアクセス許可を与えた特定のデータ情報や機能
（例：健康分析、スケジューリング）に接続します。これにより、ユーザーの好みに応じた応答
を提供し、よりパーソナライズされた体験を可能にします。
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• マルチプラットフォーム対応: ユーザーは各アプリ、WhatsApp、Telegram、または電話を
通じてAIにアクセスでき、柔軟な対話が可能です。

• シームレスにブロックチェーン統合: VAI OSはすべてのブロックチェーン操作をバックグラウン
ドで処理するため、ユーザーはブロックチェーン技術の知識がなくても、そのプライバシーとセ
キュリティ機能を活用できます。システムはユーザー主導管理で、データの暗号化、その他のブ
ロックチェーンベースのプロセスを、ユーザーの簡単な確認操作で自動的に処理し、スムーズな
ユーザー体験を提供します。

• データ暗号化とプライバシー: すべての機密データは暗号化された形式で保存され、IPFSおよ
びブロックチェーン統合により安全なアクセス制御を実現します。

1.4 対象となる利用者層

VAI OSは、個別化、プライバシー、利便性を重視するテクノロジーに精通した人々を対象として
います。一例として以下の利用者層が含まれます。 

• 健康意識が高いユーザー: スマートリング、フィットネストラッカー、スマートウォッチなどの
健康モニタリングデバイスを利用して健康指標を管理する人々。

• 多忙に働くビジネスパーソン: スケジュール管理、メール処理、日々のタスクを複数のプラット
フォームで支援してくれるAIアシスタントを必要とする多忙なユーザー。

• プライバシーを重視するユーザー: 個人データのセキュリティを重視し、誰が自分の情報にアク
セスできるかを完全に自己管理したいユーザー（ブロックチェーン技術を活用）。

• テクノロジーを使った積極的サポートを求めるユーザー: 一方通行の問いかけに回答してくれ
るAIツールを超えて、健康管理や生活管理を先回りしてサポートしてくれるAIを求めるユー
ザー。
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2. システム構造

VAI OSのシステム構造は、高度なAIコンポーネントとブロックチェーン技術を統合し「ライフ・コパイロッ
ト」として機能する安全で知的かつ積極的サポートの提供を実現します。このシステムは複数のプラット
フォームで動作するよう設計されており、柔軟性とアクセス性を確保しながら、分散型のユーザー主導管理メ
カニズムを通じて、ユーザーのプライバシーとデータセキュリティを保護することを最優先して設計されてい
ます。
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2.1 全体的なシステム構造

VAI OSは、各機能を効率的に分担し、ユーザー体験を向上させるためのシステム構造に基づいて設計されてい
ます。この構造は、以下の主要な部分から構成されています。

• ユーザーインターフェース層: 音声、テキスト、またはビデオを通じたすべてのユーザーとのイ
ンタラクションを処理します。モバイルアプリ、WhatsApp、Telegram、または電話を含むさ
まざまなプラットフォームに対応しています。

• AI 処理層: 音声からテキストへの変換（STT）、大規模言語モデル（LLMs）を活用した自然言語
処理（NLP）、およびテキストから音声への変換（TTS）を含むコンポーネントで構成されてい
ます。この層は、各種機能を担当するAIエージェントへの接続も管理します。

• ブロックチェーン層: Vyvo Smart Chain (VSC) 上でユーザーデータ、アイデンティティ、お
よび同意制御を管理します。これにより、ユーザープライバシーの設定を遵守しながら、安
全なデータ処理を実現します。

• データ保存と暗号化層: IPFSを使用してユーザーデータを暗号化および安全に保存し、スマート
コントラクトに基づいたユーザー同意管理を通じてアクセス制御を実施します。
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2.2 AI コンポーネント

VAI OSはAI技術を活用してシームレスで知的なインタラクションを提供します。主な AI コンポーネント
は次のとおりです。

• 2.2.1 音声認識(STT)

•音声からテキストへの変換（STT）コンポーネントは、高度なモデルを使用して音声入力を
テキストに変換します。これにより、システムはユーザーのコマンドをリアルタイムで処理
し、低遅延でスムーズな会話体験を提供します。

• 2.2.2 自然言語処理 (LLM)

• VAI OSの知能の中核となるのは、大規模な言語モデル（LLM）です。このモデルは、ユーザー
の意図や文脈のニュアンスを理解し、人間らしい応答を生成します。LLMは複数のエージェン

トに接続されており、ユーザーの同意に基づいて特定のタスクを処理し、これらのエージェン
トは、健康データやカレンダー情報などにアクセスし、ユーザーのニーズに応じた応答を提供
します。

• 2.2.3 テキストから音声への変換 (TTS)

• TTSコンポーネントは、LLMからのテキスト応答を自然な音声に変換します。これにより、

ユーザーとの会話が流れるように進行し、エンゲージメントが向上します。このコンポーネン
トは、さまざまな言語やトーンに対応し、ユーザー体験を強化します。

2.3 ブロックチェーン統合

ブロックチェーン層は、VAI OS に強力なセキュリティ機能を提供します。これにより、ユーザーデータは
ユーザーの同意に基づいてのみアクセス可能となり、分散型の方法で安全に保存されます。

• 2.3.1 Vyvo Smart Chain (VSC)

• VAI OSは、イーサリウム互換のブロックチェーンネットワークであるVyvoスマートチェーン
（VSC）上で動作します。これにより、安全取引、データ保存、スマートコントラクトを通じ
たユーザー同意管理が可能になります。

• 2.3.2 ユーザーウォレット

•各ユーザーは、利用開始時にインポートまたは生成されるイーサリウム互換ウォレットを介
してシステムとやり取りします。このウォレットは、個人情報、同意、暗号化キーの管理に必
要であり、すべてのやり取りをユーザー固有のブロックチェーンIDにリンクします。

• 2.3.3 同意管理スマートコントラクト

•各データモジュールへのアクセスに対するユーザーの同意は、ブロックチェーン上のスマート
コントラクトによって管理されます。これにより、ユーザーは、健康分析モジュールなど、特
定のモジュールへのアクセスをいつでも動的に許可または取り消すことができ、データに対す
る完全な管理権限を保持します。
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2.4 コミュニケーション・プロトコル

VAI OS は、安全でリアルタイムのコミュニケーションプロトコルを採用し、複数のプラットフォームでの
やり取りを円滑にし、一貫したユーザー体験を提供します。

• 2.4.1 WebRTC

• WebRTC はリアルタイムの音声およびビデオ通信に利用されており、低遅延での音声・ビデ
オのやり取りを可能にします。ユーザーと AI 間で即時のフィードバックと自然な会話の流れ
を確保します。

• 2.4.2 WebSocket

• WebSocket はクライアントとサーバー間の連続的なデータ交換に使用されます。迅速な更新
やリアルタイムのインタラクションを実現し、テキスト、音声、ビデオデータの送信をサポー
トします。その結果、ユーザー体験がシームレスで応答性の高いものになります。
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これらのコンポーネントが組み合わさることで、VAI OS のミッションである「積極的で安全かつ多機能なラ
イフ・コパイロット(Life CoPilot)」を支える堅牢な構造設計が実現されます。各層は、個別のニーズに適応し
ながらも、高いデータセキュリティとプライバシー基準を維持するシステムを実現するために貢献しています。



3. ユーザー初期設定プロセス

VAI OSの初期設定は、ユーザーが迅速かつ安全にプロフィールや個人情報を含む必要な設定を完了しつつ、
安全性を確立し、データアクセスの同意設定を構成できるように設計されています。このプロセスにはブ
ロックチェーン技術が統合されており、ユーザーが初期設定段階からデータとプライバシーを完全に管理で
きるようになっています。

3.1 プラットフォームへのアクセス

ユーザーは以下のプラットフォームを通じてVAI OSを利用開始できます。

• モバイルアプリ：VAI OSはVyvo Smart Chain (VSC)上で動作し、Ethereum互換のブロック
チェーンネットワークを使用して、安全な取引、データ保存、スマートコントラクトを通じ
た同意管理を提供します。

• WhatsApp や Telegram: これらのメッセージングプラットフォームを通じて、VAI OSセッ
ションを開始でき、柔軟なコミュニケーションが可能です。

• 電話: 直接的な音声対話を好むユーザー向けに、電話を介してVAI OSにアクセスできます。
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初回アクセス時、すべての対応プラットフォームで統一された初期設定プロセスが開始されます。

3.2 ウォレット設定と統合

VAI OSはVyvo Smart Chain (VSC) ネットワーク上で動作しており、個人情報設定と同意管理のためにイー
サリウム互換のウォレットが必要です。

• 既存ウォレットのインポート： 既存のイーサリウム互換ウォレットをリンクできます。このウォ
レットはVAI OSアカウントに関連付けられ、すべての同意やデータ取引に使用されます。

• 新規ウォレットの作成： 既存のウォレットを保有していない場合には、アプリ内でイーサリ

ウム互換ウォレットを新規作成するオプションが提供されます。固有の秘密鍵が作成され、
安全な識別とアクセス制御を保証します。

• ウォレットのセキュリティ: ユーザーは、ウォレットキーを安全にバックアップするよう推
奨されます。これらは、今後の操作やVAI OS内でのデータアクセスに必要となります。
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3.3 音声登録とPIN設定

音声認証を容易にし、パーソナライズされたやり取りを確保するため、ユーザーは音声登録プロセスを完了
します。

• 音声録音: 初期設定中、ユーザーは短い音声サンプルを録音します。この音声サンプルから音
声認証用のボイスプリントが作成され、セキュリティと利便性が向上します。

• PIN 設定: 音声認証のバックアップとして、個人用のPINを設定します。音声認証が失敗した
場合や、システムがボイスプリントに不一致を検出した場合にPINが求められ、追加のセ
キュリティレイヤーが提供されます。



3.4 モジュールに対する同意設定

VAI OSは、ユーザーがデータのアクセス権を管理できる同意システムを提供します。

• 初期同意オプション: 初期設定時、ユーザーは「ヘルス分析モジュール」などの基本モジュー
ルへのアクセス許可の確認・同意を選択できます。健康データ、カレンダーの予定、メール
通知などの個人データ情報へのアクセスが含まれます。

• スマートコントラクトを介した同意: 初期の同意設定は、VSCネットワーク上の同意制御ス
マートコントラクトに記録されます。この仕組みにより、ユーザー設定が不変（改変不可）
であり、ブロックチェーン技術によって情報保護が確実に適用されます。

• 動的な同意管理: ユーザーは、アプリのインターフェースを通じていつでも同意設定を変更でき
ることを通知されます。変更はブロックチェーンに記録され、透明性とセキュリティが確保さ
れます。

3.5 ユーザーインターフェースの概要

初期設定が完了すると、ユーザーはVAI OSのシンプルで洗練されたインターフェースへアクセスができる
ようになります。

• オーヴ（円形ビジュアル）を使ったデザイン: インターフェースの中心的な特徴は、AIの現在の

状態を視覚的に示すダイナミックなオーヴ（円形ビジュアル）です。リスニング中、処理中
（思考中）、応答中（話している）などの状態が一目でわかり、インタラクションの流れをシ
ンプルかつ分かりやすく理解できます。

• 音声中心の設計デザイン: ユーザーとのやり取りの大部分は音声で行われます。複数のボタンや
ナビゲーションオプションは不要になり、音声で直接AIに話しかけることで、ハンズフリーで
利用可能です。

• 設定ページ: より詳細な管理が必要な場合は、設定ページにアクセスできます。このページは主
に次頁の管理を行うエリアとなります。
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• 設定ページ: ユーザーが、より詳細な管理を行うには設定ページにアクセスします。このページ
では以下の主な管理機能を提供します。

•同意管理: 各モジュール（例：健康データへのアクセス）の許可設定をここで調整できます。

•ウォレット詳細: ウォレット情報の表示や管理、バックアップ、復元のオプションが利用
可能です。

•データ管理: データ保存オプションの確認、データ削除リクエスト、データ暗号化設定の管理
が可能です。

•ライセンス詳細: サブスクリプションの詳細確認、ライセンスのアップグレード、アカウ
ント関連設定の管理が行えます。

デザインは、直感的な音声ベースの操作を中心に、必要な際に迅速に重要な管理画面にアクセスできるよう
工夫されており、シンプルで使いやすいユーザー体験を提供します。

4. データセキュリティとプライバシー

VAI OSでは、ユーザーの個人情報を安全に管理することが最重要視されています。複数の暗号化層、ブロッ
クチェーンによる同意管理、および厳格な認証プロトコルを採用し、データのプライバシーとセキュリティ
を確保しています。

4.1 VaultGuardTM - データ暗号化メカニズム

VAI OSの全てのユーザーデータはVaultGuardTMにより保護され、不正アクセスを防止し、機密性を保証し
ます。

• End-to-End 暗号化: VaultGuardTM は、転送中および保存中のデータを暗号化し、高度な暗号プ
ロトコルを使用して情報の傍受や漏洩を防ぎます。

• ユーザー固有のキー: 各ユーザーには、ブロックチェーンウォレットに関連付けられた固有の暗

号化キーが割り当てられ、個人データの復号にはこのキーが必要です。これにより、ユーザー
または認可された代理人のみが機密情報にアクセス可能になります。

• VyvoVaultTM (IPFS)への保存: 暗号化されたユーザーデータは、分散型ストレージソリューショ
ンであるVyvoVaultTM を通じて、IPFS（Inter-Planetary File System：分散型ファイルシステム）
上に保存されます。これにより、データが複数のノードに分散され、単一障害点を排除すること
でセキュリティを強化します。

Page 14



4.2 AccessChainTM - スマートコントラクトによる同意管理

VAI OS はAccessChainTMを活用し、ユーザーがデータアクセス権限を管理しています。

• ブロックチェーンによる同意管理: VAI OS はブロックチェーン技術を利用して、ユーザーの
データと同意許可を安全に管理します。すべてのブロックチェーン操作はシステム側でバック
グラウンド処理されるため、ユーザーは基盤となるブロックチェーン技術を理解せずとも高い
セキュリティの恩恵を受けることができます。

• 動的な同意調整: ユーザーは、VAI OS の設定ページからいつでも同意設定を変更可能です。変
更はAccessChainTMを通じてブロックチェーン上に記録され、データセキュリティを損なうこ
となく柔軟な調整が可能です。

• モジュールごとの同意管理: AccessChainTM は細かい同意制御を提供し、ユーザーが特定のモ
ジュール（例：健康モニタリングの HealthSphereTM fやライフマネジメントのLifePulseTM ）ご
とにデータストリームへのアクセスを許可または取り消すことを可能にします。

4.3 VoiceLockTM - 音声によるユーザー認証

VAI OS ではVoiceLockTMを実装しており、音声ベースの安全な認証機能を提供し、許可されたユーザーの
みが個人データにアクセスしたり、システムとやり取りすることを可能にしています。

• 音声認証: 初期設定時にユーザーごとに固有の音声パターンを登録します。この音声パターンが
VoiceLockTMを用いたユーザー識別確認に使用され、セキュリティと利便性を強化します。

• PIN によるバックアップ: VoiceLockTM の認証が失敗するか、判定が不明確な場合には、初期設定
時に設定した PIN の入力を求められます。この二段階認証により、さらなるセキュリティが確保
されます。

• プライバシーの確保: VoiceLockTM が音声認証に失敗した場合、またはユーザーが音声認証を解除
した場合、システムは一般的な操作モードに切り替わります。このモードでは、AI がパーソナラ
イズされたデータにアクセスすることはできず、プライバシーを確保します。

4.4 VyvoVaultTM - IPFS を活用したデータストレージ

VAI OS は VyvoVaultTM を使用して分散型データストレージを実現し、高いセキュリティとユーザーの管理権
限を提供します。

• 分散型ストレージ: With VyvoVaultTMを利用することで、データは IPFS ノードネットワーク
全体に分散され、データ侵害のリスクを軽減し、攻撃に対する耐性を向上させます。

• 改ざん不可能なデータ記録: IPFS を介して VyvoVaultTM に保存されたデータは、各データに
固有の暗号学的ハッシュが割り当てられます。この仕組みにより、検証可能で改ざんが不
可能な記録が作成されます。データにアクセスできるのは、正しい復号鍵を持つユーザー
のみです。
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• データに対するユーザー管理権限: ユーザーは、自分の保存データを完全に管理できます。データ

削除を要求したり、アクセス権限を変更したり、設定ページを通じてデータを管理したりするこ
とができ、透明性とユーザーの自主性が確保されています。

VaultGuardTM による暗号化、AccessChainTM による同意管理、VoiceLockTM 認証およびVyvoVaultTM 分散型
ストレージを組み合わせることで、VAI OS はデータセキュリティとプライバシーに対する包括的なアプ
ローチを提供します。これらの機能により、ユーザーは VAI OS 利用に信頼を置き、自分のデータを保護し
つつ、あらゆる段階で個人情報を完全に管理することが可能になります。

5. 対話の流れ

VAI は、主に音声ベースのコミュニケーションに焦点を当てたシームレスで直感的な対話体験を提供するよ
う設計されています。園結果、ユーザーが AI 機能に簡単にアクセスできるだけでなく、多様なリクエストを
効率的に処理する堅牢なバックエンドプロセスを備えています。

5.1 対話の開始

ユーザーはさまざまなプラットフォームや入力方法を通じて、柔軟でアクセスしやすい方法で VAI OS と対
話を開始できます。

• 音声による対話: VAI OS に直接話しかけることができ、システムは音声入力をリアルタイムで
処理し、スピーチをテキストに変換して AI が分析します。

• テキストおよび文書の共有: 音声が適切でない状況では、ユーザーはアプリのインターフェー
スやWhatsApp、Telegram などのメッセージアプリなどのプラットフォームを通じてテキス
トベースのリクエスト送信やドキュメントを共有できます。

• 動画による対話: より高度な対話を実現するために、WebRTC を介してビデオ通話を行い、没
入型のコミュニケーション体験を提供します。

5.2 音声からテキストへの変換およびテキストから音声への変換

音声対話システムは、スムーズでリアルタイムなコミュニケーションを可能にするため、音声認識と音声
合成の両方を処理します。

• 音声からテキストへの変換(STT): ユーザーの音声をテキストに変換し、ノイズの多い環境で
も正確にコマンドを処理できるようにします。

• 自然言語処理(LLM 統合): テキストに変換された入力は、大規模言語モデル（LLM）によって分
析され、ユーザーの意図を理解し、情報を処理し、回答を生成します。

• テキストから音声への変換 (TTS): 回答テキストは音声に変換され、自然な会話体験を実現しま
す。このシステムは複数の言語と音声トーンをサポートし、さらにパーソナライズされた対話
を可能にします。

Page 16



5.3 大規模言語モデル(LLM)プロセスとAI活用の仕組み

VAI OSの大規模言語モデル（LLM）は、ユーザーのデータに基づいて応答をパーソナライズするよう設計さ

れていますが、このデータが直接トレーニングに使用されることはありません。代わりに認証と同意を得た
後にユーザー固有の情報を動的にLLMの処理に注入することで、ユーザーがデータの制御を維持できるよう
にしています。

• 認証済み情報のAIへのデータ共有: ユーザーによって認証され、同意が与えられると、健康指標、
カレンダーの予定、通信履歴などの関連データが一時的にLLMに共有されます。これにより、
そのセッション中にAIがパーソナライズされた応答を提供することが可能になります。ただし、

これらのデータは保存されたり、モデルの学習向上トレーニングに使用されたりすることはあ
りません。

• プライバシー重視のパーソナライゼーション: ユーザーデータをLLMのトレーニングプロセス
から分離することで、VAI OSはプライバシーを重視し、ユーザーの同意設定を完全に遵守し
ます。データ共有はセッションごとに行われ、セッションが終了すると、データはLLMに関
連付けられなくなります。

• 文脈に応じた適応と関連性: アクティブなセッション中、共有されたデータはLLMがユーザーの

現在の文脈や好みに応じて応答を調整できるようにします。このアプローチにより、ユーザー
の現在のニーズに基づいた非常に関連性の高い、パーソナライズされた対話を実現すると同時
に、データプライバシーの尊重も可能にします。

• 細かな同意設定とリアルタイム調整: セッション開始前に、システムは各データタイプに対する
ユーザーの同意設定を確認します。これにより、許可されたデータのみがLLMの処理に共有さ

れることが保証されます。また、ユーザーはいつでも同意設定を変更することができ、これら
の変更は即時に反映され、AIと共有するデータの範囲をコントロールできます。

このデータ共有アプローチにより、VAI OSはユーザー情報を活用してパーソナライズを実現しつつ、AIがプ
ライバシーを重視する設計を維持します。データ使用をLLMのトレーニングプロセスから切り離すことで、
VAI OSはユーザーのコントロールを優先し、適応学習の目標と調和させ、応答性が高く安全なユーザー体験
を提供します。
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5.4複数のプラットフォームでのコミュニケーション

VAI OSは複数のプラットフォームでのやり取りに対応しており、柔軟でアクセスしやすい体験
を提供します。

• アプリ: VAI OSアプリを通じて直接対話ができます。このアプリでは、全機能にアクセスできるだけ
でなく、シンプルなオーヴ（球体）を中心としたインターフェースを利用できます。

• WhatsAppやTelegram: 利便性を追求し、ユーザーはこれらの人気チャットアプリを通
じて、音声またはテキストコマンドを送信し、応答を受け取ることができます。

• 電話:直接電話でのやり取りにも対応しており、音声ベースの体験を好むユーザーにも対応します。



これらの対話方法によってユーザーは音声、テキスト、またはビデオを通じてVAI OSと簡単にコミュニ
ケーションをとることができます。システムは音声認識と合成を処理し、LLM（大規模言語モデル）が専
門エージェントのサポートを受けながらリクエストを処理し、複数のプラットフォームでのコミュニケー
ションを管理します。これらのコンポーネントが連携することで、VAI OSは包括的で柔軟かつユーザーフ
レンドリーな操作体験を提供します。

6. モジュールの有効化と同意の確認

健康モニタリングやタスク管理など、専門的な機能を提供する基本的な組み込みモジュールがすでに備わっ
ています。これらのモジュールへのアクセスは同意基盤システムによって管理されており、ユーザーは個人
データの利用について透明性とコントロールを持つことができます。

6.1 組み込みモジュール

システムに事前統合されたいくつかの中心モジュールが含まれており、それぞれがユーザー体験を向上させ
る特定のサービスを提供します。ユーザーは必要に応じてこれらのモジュールを有効化し、ブロックチェー
ン同意メカニズムを介して関連データへのアクセスを許可します。

• バイオトラック (健康分析モジュール)

• デバイス統合: BioTrack（バイオトラック）はスマートウォッチやフィットネストラッカーなどの
ユーザー保有のデバイスに接続し、心拍数、血圧、睡眠パターンなどのリアルタイム健康データを
収集します。

• AI駆動の健康インサイト: BioTrack（バイオトラック）は高度なAIアルゴリズムを使用して収集
された健康データを分析し、個別化されたインサイトを提供します。例えば、ストレスレベルの
傾向を検出し、リラクゼーションに関するアドバイスを提供することができます。

• カスタマイズされた健康通知 : ユーザーデータに基づいて、BioTrack（バイオトラック）は水分

補給アラート、服薬リマインダー、または個別化された睡眠アドバイスなど、積極的な通知や健
康ヒントを自ら提供します。

• カレンダーモジュール

•メール統合 :このモジュールはユーザーのメールアカウントと統合し、VAI OSが受信トレイを管
理し、重要なメールを取得し、優先メッセージの要約やアラートを提供できるようにします。

• AI駆動サポート: キーワードをスキャンし、重要な更新を検出し、即時対応が必要なメール
にフラグを付けることで、ユーザーが重要な情報を見逃さないようにします。

•内容に応じたリマインド: メール内容に基づき、VAI OSはタスクやフォローアップのアクション
を促すことで、生産性と対応力を向上させます。
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• 自動化モジュール

•スマートデバイス接続: 自動化モジュールはスマートホームデバイスやIoTシステムと接続し、VAI 
OSを通じて照明、サーモスタット、その他のスマート家電を直接操作できるようにします。



•日課や習慣のカスタマイズ: ユーザーは日課や通知設定をカスタマイズできます。例えば、VAI OS

が時間帯に応じて照明を調整したり、ユーザーが帰宅した際に特定のアクションを実行するなどの
設定が可能です。

•音声操作: 音声による呼びかけで接続されたデバイスを簡単に管理することができ、日常のタ
スクを自動化し利便性を向上させます。

これらの組み込みモジュールは、健康管理、スケジューリング、コミュニケーション、スマートデバイスの操
作を含むVAI OSの多機能性をさらに高めます。全てのモジュールは、ユーザー同意に基づく構造で管理され
ており、ユーザーは自分のデータを管理しつつ、個別に調整されたAIによるサービスの恩恵を受けることがで
きます。

6.2 データアクセス管理

VAI OSの同意機能により、ユーザーはどのモジュールがデータにアクセスできるかを完全に管理すること
が可能です。

• 詳細な同意設定: 各モジュールの同意設定を設定ページで個別に管理できます。例えば、
BioTrackを有効化する一方で、他のモジュールを無効化する、といった選択が可能です。

• ブロックチェーンによる同意管理: すべての同意設定はVyvo Smart Chain上で安全に記録され、
スマートコントラクトを使用してユーザーの許可履歴を変更不可能な形で保存します。これに
より、モジュールがユーザーの許可通りにしかデータへアクセスできないことが保証されます。

• 動的な同意管理: ユーザーはいつでも同意設定を変更でき、変更内容はブロックチェーン上
に即座に反映され、リアルタイムで適用されます。

6.3 動的モジュールの有効化

各モジュールの有効化プロセスは、スムーズなユーザー体験を提供するよう設計されています。

• オンデマンドによる有効化: 設定ページからモジュールを簡単に有効化または無効化でき、即時
反映されます。モジュールが有効化されると、ユーザーが定義した許可に基づいてデータアク
セスをリクエストします。

• 同意の検証: 各モジュールは、データにアクセスする前にスマートコントラクトを通じて同意の
検証を実施し、ユーザーの許可が厳格に守られるようにします。

• リアルタイム通知: VAI OS はモジュールの有効化やデータアクセス要求に関する変更を通知し、
透明性を提供するとともにユーザーの信頼を維持します。
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以上の機能を組み合わせることで、VAI OSはBioTrackや将来的に追加されるモジュール全てにおいて、セ

キュリティとプライバシーを重視した設計で提供します。ユーザーは自分のニーズに合わせてモジュールを
簡単にカスタマイズおよび利用することができます。



7. 能動的なモニタリングとコミュニケーション

VAI OSは、健康データ、カレンダーの予定、メール、接続されたスマートデバイスなど、主要なユーザー

データを継続的にモニタリングし、ユーザーに適切なタイミングで能動的に通知を提供します。通知は、関
連性の高いものだけに絞られ、ユーザーが煩わしく思わない頻度で行われます。

7.1 データのモニタリングと行動喚起のタイミング

VAI OSの積極的なコミュニケーションは、ユーザーが許可したデータ情報の継続的にモニタリングによって
確立されます。

• 健康データモニタリング: BioTrackを通じて、エージェントが健康指標を追跡し、異常や注意
を要するパターンを検出します。たとえば、ストレスレベルが上昇した場合、リラクゼーショ
ンエクササイズを提案することがあります。

• カレンダーとイベントの追跡: カレンダーモジュールが予定やイベントを監視します。会議
が予定されている場合、リマインダーを送信したり、時間通りに到着するための移動時間
を提案することがあります。

• メールおよびコミュニケーション通知: メールモジュールは、重要なメッセージやアクションが
必要な項目をスキャンします。重要度の高いメールが届いた場合、システムが通知を送信し、
重要なコミュニケーションを把握できるようにします。

• スマートデバイス: 自動モジュールがスマートデバイスの動作をモニタリングします。たとえ

ば、室内温度が設定した上限を超えた場合や、セキュリティカメラが異常な動きを検知した場
合に通知します。

7.2 コミュニケーションの意思決定

VAI OSは、最適なタイミングと方法で通知を実現するために、高度な意思決定システムを使用します。

• 内容に応じた適切なタイミング: カレンダーイベント、時間帯、ユーザーの位置情報（許可さ
れている場合）を参考に、現在の状況を把握します。たとえば、会議中や睡眠中には通知を
遅らせることで中断を避けます。

• 通知のきっかけポイント: 有効化されているモジュールから得られるデータに基づいた事前定
義をトリガーポイント（通知タイミング）として使用します。健康の異常、予定されているス
ケジュールのリマインド、重要なメールなどが含まれ、ユーザーの好みに合わせた形で通知を
送信します。

• 頻度と関連性のフィルタリング: 通知疲れを防ぐために、通知をフィルタリングし、最も重要
で緊急性の高い通知のみをユーザーに送信します。それほど緊急ではない通知やリマイン
ダーは、定期的な要約にまとめて配信される場合があります。

7.3 マルチプラットフォーム通知システム

ユーザーの好みや状況に応じて、複数のプラットフォームで通知を提供します。
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• アプリ内通知: VAI OSアプリ内でリアルタイムのアラートや更新情報を受け取る、主要な通知

方法です。インターフェース上のオーブが色を変えたり、アニメ表示されることで、通知が来
ていることを視覚的に知らせます。

• プッシュ通知: モバイル通知を好むユーザー向けに、デバイスへSMSプッシュ通知を送信します。
これにより、タイムリーなリマインダーや緊急アラートを簡単に受け取ることができます。

• チャットアプリ(WhatsAppやTelegram): メッセージングアプリを頻繁に利用するユーザー向
けに、WhatsAppやTelegram経由で更新情報を送信します。ユーザーは好みのアプリ内で通
知を受け取り、応答することができます。

• 電話通知: 即時の対応が必要な場合には、VAI OSがユーザーに直接電話をかけることができま
す。この方法は通常、重要な健康警告や接続されたスマートデバイスのセキュリティ問題など、
高優先度のアラートに限られます。
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リアルタイムのモニタリング、洗練された意思決定、複数のプラットフォームでのコミュニケーションを組み
合わせることで、VAI OSはユーザーが適切なタイミングで必要な情報を受け取れます。こうした積極的なア
プローチにより、健康状態、スケジュール、スマートホーム環境について把握しやすくなり、必要な情報だけ
を常に入手できる環境が整い、充実したライフスタイルの実現へと導かれます。

8. ユーザーフィードバックと好みの調整

VAI OS体験をより自分好みにカスタマイズするために、ユーザーからのフィードバックを収集し、それに基
づいてAIの応答を調整する仕組みを導入しています。このプロセスにより、VAI OSはユーザーの個々のニー
ズや対話スタイルを学び、理解し、継続的に応答の質を向上させます。

8.1 フィードバック収集メカニズム

AIとのやり取りに関するフィードバックを収集するため、以下のような複数の方法を提供します。

• アプリ内フィードバック: 特定の対話後に、提案の適切性や通知タイミングについてのフィード
バックを求められる場合があります。

• 音声フィードバック: ユーザーはリアルタイムで「役に立たなかった」「役に立った」といっ
た音声コマンドを通じてフィードバックを提供できます。このフィードバックは記録され、
将来のコミュニケーションに反映されてゆきます。

• ユーザー調査と評価: 定期的に短い調査や特定の機能の評価を依頼することがあります。これら
の調査は、ユーザー満足度を把握し、改善点を特定するのに役立ちます。

8.2 フィードバックに基づくAIの適応

ユーザーからのフィードバックは、VAI OSのAIモデルを洗練し、コミュニケーションの質を向上させるため
に重要です。

• 内容の学習: フィードバックを使用して、ユーザーの好みに基づき応答を調整します。たとえ
ば、リマインダーを頻繁に無視するユーザーがいる場合、VAI OSはリマインダーの頻度を減
らしたり、リマインダーの種類をカスタマイズするオプションを提示することがあります。



• 個別化アルゴリズム: VAI OSは適応型アルゴリズムを活用し、フィードバックを分析してアシ

スタントの応答をパーソナライズします。ユーザーの言語スタイル、好みの対話方法、活動パ
ターンに合わせた対応が可能になります。

• 関連性の最適化: フィードバックに基づいて、AIはユーザーが最も役立つと感じるコンテンツ
やサービスを優先し、推奨内容や応答を時間とともに向上させます。

8.3 設定のカスタマイズと更新

ユーザーが設定ページを通じて簡単に設定を調整および更新できるようにすることで、アシスタントが進化
するニーズに対応できるようにします。

• 通知設定: ユーザーは通知設定を調整し、受信するアラートの種類や表示頻度を選択できます。
たとえば、緊急性の低い通知の時間帯を設定したり、好みの通信方法を選択することが可能で
す。

• モジュールの有効化と同意更新: 必要に応じて特定のモジュールを有効または無効にする柔軟
性を持ち、変更は即座にブロックチェーン上で更新されます。これにより、VAI OSは変化す
るユーザーの要件に迅速に対応できます。

• 音声と対話方法のカスタマイズ: ユーザーは音声トーンを選択したり、応答形式を調整したり、

その他のやり取りパラメータを設定して、自分のスタイルや好みに合ったアシスタントを構築
できます。

これらのユーザーフィードバックの活用と柔軟な設定調整により、VAI OSはユーザーのライフスタイルに
沿った関連性と個別化を維持します。これは適応型アプローチにより実現できるもので、アシスタントは
ユーザーとともに進化し、より満足度の高い直感的な体験を時間とともに提供します。

9. 未来に向けた開発とロードマップ

AI駆動のパーソナルアシスタント分野でリードし続けるために、VAI OSは継続的な改善と新機能の追加を
目指すロードマップを持っています。これらの拡張開発は、ユーザー体験をさらに個別化し、システム機
能を拡大し、ユーザーのニーズや技術進歩に合わせてVAI OSが進化することを保証します。

9.1 計画されている機能とモジュール

VAI OSの開発ロードマップの一環として、以下のような新機能やモジュールの導入を目指しています。

• 健康モニタリングの強化: BioTrackを拡張し、アマズフィット、サムソンウォッチ/リング、
Oura リングなどの高度な健康デバイスとの連携をサポートします。また、血糖値、血中酸素
飽和度、心電図（ECG）測定などの指標をサポートすることで、より包括的な健康情報を提供
します。

• 財務管理モジュール: 個人の財務管理モジュールにより、ユーザーは支出を追跡し、予算を設定
し、支出パターンに基づいた財務アドバイスを受けることができます。銀行口座や金融サービ
スとの統合により、ユーザーの財務状況を一元的に把握することが可能になります。
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• フィットネスコーチングモジュール : フィットネスコーチングモジュールは、ワークアウトの推

奨、身体活動の追跡、ユーザーの進捗や目標に基づいたリアルタイムのフィードバックを提供
します。

• 高度なスケジュール管理とタスクの自動化 : 現在のカレンダーおよび自動モジュールをさらに強化
し、タスクの優先順位付けを自動化する機能や、TrelloやAsanaなどの外部タスク管理ツールと
の統合を導入します。

• 言語対応の拡張 : 初期の16言語対応に加え、VAI OSはさらなる多言語対応を進め、すべての言
語をサポートする予定です。これは、個別化された包括的な体験を世界中のユーザーに提供す
るという当初の目標を実現するものです。

• 音声カスタマイズと多言語対応 : 言語サポートと音声カスタマイズオプションを拡張すること
で、VAI OSはより多くの声のトーン、アクセント、サポート言語をユーザーに提供します。
これにより、個々の好みに合わせた、よりアクセスしやすい体験を実現します。
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9.2 プラットフォーム互換性の拡大

さらなるデバイスやプラットフォームとの互換性を拡大することに取り組んでまいります。

• ウェアラブルデバイスの統合: VAI OSは、Apple ウォッチ、Fitbit、ガーミン、アマズフィット、
サムソンウォッチ/リング、Oura リングなどの人気のウェアラブル・デバイスへのサポートを拡
充し、外出先でもシームレスな健康モニタリングとのコミュニケーション機能を強化します。

• スマートホーム・エコシステムの拡大 : 将来予定されているアップデートでは、Appleホームキ
ット、Amazonアレクサ、Googleホームなど、幅広いスマートホームデバイスやエコシステム
との統合が追加され、自動モジュール機能がさらに強化されます。

• デスクトップおよびブラウザからのアクセス : アクセシビリティ向上のため、VAI OSはデスク

トップやウェブブラウザで利用できるインターフェースを導入し、インターネット接続があ
るすべてのデバイスからVAI OSにアクセスできるようにします。

9.3 ユーザー主導の機能リクエストと優先順位付け

VAI OSでは、ユーザーが新機能や機能拡張を直接提案できるシステムを導入します。

• ユーザーフィードバックの統合: 既存のフィードバックメカニズムを活用し、ユーザーが新しい機
能のリクエストを送信したり、提案された改善点に投票できるシステムを導入します。このシ
ステムは、ユーザーの意見に基づいて、最も人気があり、影響力のある機能の優先順位を決定
するのに役立てられます。

• コミュニティフォーラムとベータテスト: ユーザーがアイデアを議論し、新機能のベータテストに

参加できるコミュニティフォーラムを設立します。ベータ版を使用するユーザーは、更新内容
に早期アクセスし、開発を形作るためのフィードバックを提供することができます。



9.4 開発予定とマイルストーン

VAI OS のロードマップは、短期、中期、長期にそれぞれ区分され、着実な進捗と戦略的な機能展開を確保し
ています。
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短期目標(0−6ヶ月)

中期目標(6−12ヶ月)

長期目標(12ヶ月以降)

健康指標強化版リリース、アマズフィットや

サムソンウォッチなどのウェアラブルとの統
合 財務管理モジュールのローンチ、基本的

な支出の追跡や予算設定機能

フィットネスコーチング機能追加、
音声バリエーションカスタマイズの拡大

デスクトップ版アプリの
ローンチ

スマートホーム・エコシステム
追加、他社との互換性向上ツー
ル

テキスト、音声、画像、動画を処理
できるオムニモデルの完全な開発と
統合により、VAI OSがマルチモー
ダル出力機能を実現。

ユーザーの要望や技術の進歩
に基づく定期的なアップデー
ト。

ユーザーの好みに応じた高度な
財務分析およびフィットネス
コーチング機能。

言語サポートと音声オプショ
ンの継続的な拡充。



• 短期目標 (0-6ヶ月):

•健康指標強化版リリース、アマズフィットやサムソンウォッチなどのウェアラブルとの統合

•財務管理モジュールのローンチ、基本的な支出の追跡や予算設定機能

• 中期目標 (6-12ヶ月):

•フィットネスコーチング機能追加、音声バリエーションカスタマイズの拡大

•スマートホーム・エコシステム追加、他社との互換性向上ツール

•デスクトップ版アプリのローンチ

• 長期目標 (12ヶ月以降):

•テキスト、音声、画像、動画を処理できるオムニモデルの完全な開発と統合により、VAI 

OSがマルチモーダル出力機能を実現。

•言語サポートと音声オプションの継続的な拡充。

•ユーザーの好みに応じた高度な財務分析およびフィットネスコーチング機能。

•ユーザーの要望や技術の進歩に基づく定期的なアップデート。

このロードマップに沿って、VAI OSはパーソナルAIアシスタント分野で先頭に立ち続けることを目指し、機

能の充実とユーザーニーズに密接に応える姿勢を維持します。長期的な目標として位置づけられるオムニモ
デルは、多様なメディア形式を統一し、VAI OSがシームレスにそれらを処理できるようにします。これによ
り、柔軟で効率的なユーザー体験を提供することを実現してまいります。
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